
お寺の駐車場が満車の場合、総社市消防署「西出張所」西側の
駐車場を臨時駐車場としてお借りしています。そこから勝福寺までは
徒歩で約10分（400m）です。

総社市消防署西出張所｜総社市久代2635-1/Tel.0866-96-1196

臨時
駐車場の
ご案内
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486
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臨時駐車場

バス停「別所」

至高梁

至倉敷至玉島

至美袋

※総社大橋から勝福寺までは約5kmです。

180
溝口

総
社
駅

勝福寺伝統を今に生かし、時代の一歩先へ

宗教法人 真言宗  御室派

徹林山勝福寺
■ 〒710-1201 岡山県総社市久代3438

■ TEL 0866-96-0615　■ FAX 0866-96-2233

■題字／京都仏画研究所　代表絵師　大里 宗之 氏
■四季の図／林 鶴山 氏　　■御本尊キャラクター／冨永 　洋 氏

4月27日 28日・土 日

観 覧 無 料平成31年

第 10 回

27
日  

午
前
10
時
▼
午
後
３
時

28
日  

午
前
10
時
▼
午
後
１
時

※

但
し
、28
日
は
点
て
出
し
の
み

両
日
と
も 

一
服 

三
〇
〇
円

お
茶
席
の
ご
案
内

林 

鶴
山
さ
ん 

五
十
八
歳
当
時

午前9時30分▶午後4時30分

■ 主催　徹林山 勝福寺
■ 会場　勝福寺客殿
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月
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10
月

11
月

12
月

ようこそ

山寺の文化祭へ

総社 勝福寺 検索

木工芸家 林 鶴山さん追想展木工芸家 林 鶴山さん追想展
記念展

倉敷市立美術館
学芸員 前野嘉之氏

28日（日） 午後14時00分～15時00分頃
定員約70名（先着順）

講演中は展示物をご覧頂くことは出来ません。
悪しからずご了承下さい。

無 料

「林 鶴山の世界」演
題

記念講演記念講演



次回の寳燈展は
「勝福寺の寺宝展」
を予定しております。

28日（日）午後4時～4時半 無料
住職のふる里倉敷・呼松から
呼松大鼓が来寺します。 （雨天中止）

欅
拭
漆
念
誦
箱

仏
具
。念
珠
を
納
め
る
容
器
。

当
寺
住
職
が「
虚
空
蔵
菩
薩
求
聞

持
法
」修
行
の
砌
、水
晶
の
念
珠
を

納
め
て
身
護
り
に
し
て
い
た
お
道

具
。欅

拭
漆
八
角
喰
籠

茶
道
具
。主
菓
子
を
蓋
付
の
容
器
。

八
本
の
稜
線
が
頂
上
で一
点
に
な
る

造
形
美
は
上
品
の
最
骨
頂
。

第
四
十
七
回 

日
本
伝
統
工
芸
展

入
選
作
品
。

欅
拭
漆
春
日
卓

煎
茶
道
具
。奈
良
の
春
日
大
社
に

お
い
て
、香
華
を
供
え
る
机
と
し
て

使
用
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
。

欅
拭
漆
提
盤

煎
茶
道
具
。持
ち
手
の
つ
い
た
器
。

当
寺
で
は
用
途
を
限
定
せ
ず
、心
の

趣
く
ま
ま
に
飾
り
物
を
す
る
。

欅
拭
漆
盛
器

煎
茶
道
具
。御
菓
子
や
果
物
な
ど

を
盛
る
大
き
な
器
。

第
五
十
三
回 

日
本
伝
統
工
芸

中
国
支
部
展
特
待
者
作
品
。

欅
拭
漆
硯
屏

煎
茶
道
具
。硯
の
前
に
立
て
て
、塵

や
風
な
ど
を
防
ぐ
小
さ
な
衝
立
。

格
式
の
高
い
道
具
と
さ
れ
る
。

13.0cm丸／高5.5cm
平成13年

縦27,0cm／横27.0cm／高17.0cm
平成12年

縦30.3cm／横49.0cm／高22.0cm
平成18年

縦29.4cm／横39.4cm／高22.0cm
平成15年

縦42.0cm／横42.0cm／高8.0cm
平成15年

縦6.0cm／横30.0cm／高23.2cm
平成7年

縦43.0cm／横80.0cm／高23.0cm
平成15年

欅
拭
漆
竹
節

茶
風
台

縦31.4cm／横23.2cm／7.5cm
平成15年

縦5.0cm／横19.2cm／高1.4cm
平成15年

欅
拭
漆
硯
箱

欅
拭
漆
竹
節

沈
金
茶
量

縦9.0cm／横11.0cm／高2.0cm
平成14年

神
代
欅
拭
漆

煎
茶
托

縦31.8cm／横45.0cm／高15.7cm
平成14年

欅
拭
漆
茶
具
入

7,7cm角／高5.0cm
平成22年

欅
拭
漆
鷹
峯

香
合

長18.5cm
平成15年

紅
葉
拭
漆
茶
杓

8.0cm丸／高6.0cm
平成16年

桑
拭
漆
棗

縦14.6cm／横20.0cm／高2.0cm
平成15年

欅
拭
漆
菓
子
盆

（
組
物
）

岡
山
県
重
要
無
形
文
化
財

　
　林
　鶴
山 

（
昭
和
二
年
〜
平
成
三
十
年
）

　
　
　
　
　
　
　倉
敷
市
出
身

　
　
　
　
　職
　
　歴

昭
和
十
七
年 

木
工
作
家
増
田
青
泉
堂
に
入
門 

十
五
歳

昭
和
四
十
七
年 

日
本
伝
統
工
芸
展
初
入
選 

四
十
五
歳

昭
和
五
十
年 

日
本
伝
統
工
芸
会
正
会
員 

四
十
八
歳

昭
和
五
十
一
年 

日
本
伝
統
工
芸
展

　
　
　
　
　
　
　東
中
国
支
部
奨
励
賞
受
賞 

四
十
九
歳

昭
和
五
十
三
年 

日
本
伝
統
工
芸
展

　
　
　
　
　
　
　東
中
国
支
部
展
審
査
委
員 

五
十
一
歳

昭
和
五
十
四
年 

県
展
　山
陽
新
聞
社
賞
受
賞 

五
十
二
歳

昭
和
五
十
八
年 

岡
山
県
優
秀
技
能
者
章
受
賞 

五
十
六
歳

昭
和
五
十
九
年 

高
松
宮
　献
上 

五
十
七
歳

昭
和
六
十
年 

労
働
大
臣
賞
受
賞（
現
代
の
名
工
） 

五
十
八
歳

平
成
四
年 

第
五
回
木
竹
展
　工
芸
会
長
賞
受
賞 

六
十
六
歳

平
成
五
年 

倉
敷
市
文
化
連
盟
章
受
賞 

六
十
七
歳

平
成
六
年 

第
六
回
木
竹
展

　
　
　
　
　
　
　東
京
都
教
育
委
員
会
賞
受
賞 

六
十
八
歳

平
成
七
年 

岡
山
県
重
要
無
形
文
化
財
認
定 

六
十
九
歳

平
成
十
年 

木
の
心
秀
作
展（
三
越
倉
敷
店
） 

七
十
一
歳

平
成
十
一
年 

山
陽
新
聞
文
化
功
労
賞
受
賞 

七
十
二
歳

 

金
重
陶
陽
賞
受
賞

 

紺
綬
褒
章
受
章

 
倉
敷
市
文
化
章
受
賞

平
成
十
三
年 
三
木
記
念
賞
受
賞 

七
十
四
歳

平
成
十
四
年 
岡
山
日
日
新
聞
社
文
化
功
労
賞
受
賞 

七
十
五
歳

平
成
十
五
年 

黄
綬
褒
章
受
章 

七
十
六
歳

平
成
二
十
年 

生
誕
八
十
年
回
顧
展

　
　
　
　
　
　
　倉
敷
市
立
美
術
館 

八
十
一
歳

平
成
二
十
一
年 

紺
綬
褒
章
受
賞 

八
十
二
歳

平
成
二
十
二
年 

日
本
伝
統
工
芸
展
入
選（
三
十
五
回
目
） 

八
十
三
歳

平
成
三
十
年 

二
月
十
九
日
永
眠 

九
十
歳

林邸にて　襖絵（桜の図）を描かれる場面　平成21年
余技で描かれる絵は本当に見事です。

勝福寺山門石段の修復工事　平成11年
造園土木も得意とされ、石段の修復作業をされる林さん。
勝福寺は様々な場面において、多大なご支援を頂きました。

林邸にて　火鉢を囲んで　平成13年12月
写真左より、林さん、美佐江ご夫人、住職の父。

第
十
回 

勝
福
寺
寳
燈
展
の
ご
案
内

「
木
工
芸
家
・
林
鶴
山
さ
ん
追
想
展
」の
開
催
に
寄
せ
て

　
我
が
国
の
伝
統
文
化
を
今
に
生
か
し
、後
世
に
繋
が
る
一
助
に
な
れ
ば
と

続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
勝
福
寺
寳
燈
展
も
、こ
の
度
十
周
年
の
節
目
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、昨
年
二
月
に
満
の
九
十
歳
に
て
天
寿
を
全
う
さ
れ
ま
し
た
木
工

芸
界
の
巨
匠
・
故
・
林
鶴
山
氏（
岡
山
県
重
要
無
形
文
化
財
）の
秀
作
を
ご
観
覧

頂
き
ま
す
。こ
こ
に
、生
前
中
の
ご
功
績
と
栄
誉
を
称
え
ま
す
と
共
に
、改
め

て
追
悼
の
意
を
捧
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
林
さ
ん
は
、も
と
も
と
私
の
父
と
の
交
友
関
係
が
深
く
、そ
の
影
響
で
私
も

三
才
頃
よ
り
父
に
連
れ
ら
れ
て
、林
さ
ん
の
御
自
宅
兼
工
房
へ
度
々
伺
わ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
し
た
。

　
そ
の
御
自
宅
は
、倉
敷
市
内
の
閑
静
な
住
宅
街
に
あ
り
ま
す
。平
素
、蚤
や

鉋
を
持
ち
、作
品
に
向
か
う
姿
勢
は
生
粋
の
職
人
気
質
で
す
が
、工
房
を
離
れ

る
と
人
情
厚
く
、自
然
美
を
愛
す
る
風
雅
な
文
化
人
で
も
あ
り
ま
し
た
。部
屋

に
は
火
鉢
に
銀
瓶
、季
節
の
花
を
生
け
て
香
を
薫
じ
、書
画
、観
賞
道
具
、そ
し

て
、自
ら
造
園
土
木
さ
れ
た
庭
を
愛
で
な
が
ら
煎
茶
を
嗜
ま
れ
る
様
子
は
印

象
的
で
し
た
。ま
た
、的
を
射
た
物
事
の
考
え
方
は
当
時
二
十
代
だ
っ
た
私
の

感
性
に
働
き
か
け
、そ
の
人
柄
に
感
化
さ
れ
、や
が
て「
心
の
師
」と
仰
ぐ
存
在

に
な
っ
た
の
で
す
。

　
さ
て
、林
さ
ん
と
の
思
い
出
話
を
一
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。平
成
十
三
年
の

夏
、私
は「
虚
空
蔵
菩
薩
求
聞
持
法
」と
い
う
修
行
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。そ
の
際
に「
念
誦
箱
」と
い
う
お
数
珠
を
納
め
る
容
器
が
必
要
に
な
り
、制

作
を
依
頼
致
し
ま
し
た
。求
聞
持
法
は
、虚
空
蔵
菩
薩
の
御
真
言
を
五
十
日
間

或
い
は
百
日
間
で「
百
万
遍
」お
唱
え
す
る
念
誦
行
で
す
。私
は
五
十
日
間
で

臨
み
ま
し
た
の
で
、一
日
二
万
遍
、朝
三
時
前
か
ら
夜
十
時
頃
ま
で
、食
事
や

作
務
以
外
の
殆
ど
の
時
間
を
二
畳
の
狭
い
空
間
で
、た
だ
一
心
に
御
真
言
を

唱
え
続
け
ま
し
た
。燈
明
以
外
に
明
か
り
は
な
く
、薄
暗
い
堂
内
で
厳
か
な
輝

き
を
放
っ
て
い
た
の
が
こ
の
念
誦
箱
だ
っ
た
の
で
す
。身
心
共
に
追
い
込
ま

れ
る
状
況
下
で
、念
誦
箱
が
御
守
の
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。こ
の
体
験
を
通
し

て
、信
仰
心
は
一
層
深
ま
り
、同
時
に
伝
統
工
芸
の
世
界
に
強
く
惹
か
れ
た
瞬

間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
林
さ
ん
の
作
品
と
対
峙
し
て
お
り
ま
す
と
、年
輪
の
深
い
材
木
の
素
性
を

的
確
に
捉
え
、作
品
作
り
に
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。心
の
こ

も
っ
た
上
品
な
お
道
具
と
い
う
も
の
は
人
々
の
心
を
充
足
さ
せ
、智
慧
と
慈

悲
を
養
う
こ
と
の
大
切
さ
を
私
達
に
語
り
か
け
る
の
で
す
。

　「
年
々
歳
々
、花
相
似
た
り
　
歳
々
年
々
、人
同
じ
か
ら
ず
」。こ
れ
は
、中
国

唐
代
の
詩
人
、劉
廷
之
が
大
自
然
の
悠
久
さ
に
対
す
る
人
生
の
無
常
さ
を
詠

歎
し
た
有
名
な
文
句
で
、林
さ
ん
が
大
切
に
さ
れ
て
お
ら
れ
た
禅
語
の
一
つ

で
す
。

　
諸
行
無
常
の
世
の
中
で
、林
鶴
山
さ
ん
の
、叡
智
な
精
神
と
遺
さ
れ
た
秀
作

は
当
寺
の
み
な
ら
ず
、岡
山
県
や
日
本
の
宝
と
し
て
後
世
に
繋
げ
た
い
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、寳
燈
展
の
開
催
に
あ
た
り
、多
大
な
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
勝
福

寺
檀
信
徒
並
び
に
、関
係
各
位
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。　
　 

合
　
掌

　
　
平
成
三
十
一
年
三
月

徹
林
山
勝
福
寺
　
住
職
　
江
原
　
義
空
拝

■ 写経体験（予定）
　　本堂において　一奉納1,000円

その他の
催しもの

記　念
演　奏

林鶴山作 木硯

り
ゅ
う
て
い
し


